
令和 6 年 大多喜町文化団体発表会 団体紹介 
  

 

◆ステージ発表 

 

出演 No.1  ※事情により出演とりやめ 

 

出演 No.2  ブラスオオタキ （2～4 名） 

楽器演奏： トランペット・サックスによる JAZZ/ スタジオジブリ ほか 

練習は土曜日 9 時～12 時 30 分。参加楽器は自由です。ソロ、Duo、アンサンブ

ル等の演奏を楽しんでいます。金管部やブラスバンドで活動していた方はもちろ

ん、初心者の方でも楽しめると思います。音が思うように出なくても大丈夫。曲

に合わせてセッションを組み、相互に演奏し楽しい時間を共有しましょう。 

 

出演 No.3  ホ・アロハ （6～7 名） 

フラダンス： カレオ ハノ/ カプア ウイ/ カイマナ ヒラ/ いい日旅立ち 

みなさん、こんにちは 「ホ・アロハ」です。踊ることが大好きな仲間たちです。

ハワイの風土や生活の中から生まれた心地よい音楽に合わせて、ステップや手、

指の動き、顔の表情、向きなど全身で表現しながら、踊ることを楽しんでいます。

7 月には県民の森での大多喜マチルシェや茂原の七夕まつりで踊りました。この

発表会で踊ることも楽しみに練習を重ねてきました。練習の成果が発揮できるよ

う、心を一つにして、楽しみながらがんばりたいと思います。 

 

出演 No.4  大多喜かぐや蓮
れん

 （7 名） 

よさこい： 大多喜Bamboo
バンブー（竹）

！/ 座
ザ

・ヨサコイ/ 大多喜マンボ 

地元のよさこいチーム「大多喜かぐや蓮」です。オリジナル曲「大多喜マンボ」

「大多喜 Bamboo」を大多喜の応援歌として踊っております。木更津舞
ぶ

尊
そん

という

大きな舞台で、昨年は「大多喜マンボ」を、今年は「大多喜 Bamboo」を演舞し

て大多喜愛をアピールしました。当チームも会員の減少が悩みのタネで、老若男

女、資格不問、どなたでも両手を広げて大歓迎です。毎週水曜日夜 7 時から海洋

センター2 階で練習しています。見学はいつでも可能です。お待ちしております。 

 

  



出演 No.5  夷隅
い す み

民話
み ん わ

の会 （6～7 名） 

民話朗読： キツネを化
ば

かした話 

夷隅民話の会は平成 18 年に結成され、会員は 27 名です。活動は主に 3 つです。

1 つ目は、夷隅郡市に伝わる民話や歴史、風俗などを集めて冊子を発行していま

す。大多喜駅前の観光
かんこう

本陣
ほんじん

にて販売することもあります。2 つ目は、依頼された

学校や公民館などで民話の発表をします。3 つ目は、2 ヵ月に 1 回、中央公民館

で定例集会を開き、会報を読んだり近況を報告し合うなどしています。 

 

出演 No.6  坂東流
ばんどうりゅう

 京将会
きょうまさかい

 （3 名） 

日本舞踊： 長唄
ながうた

 富士
ふ じ

/ 長唄 さくら/ 南部
な ん ぶ

蝉
せみ

しぐれ 

※当日は団体で紹介する。 

京将先生の指導により、踊りの好きな人が集まり毎回楽しく練習に励んでおりま

す。老若男女問わず、民謡、新舞踊を楽しむ者、江戸時代より伝わる歌舞伎舞踊、

古典舞踊を極める者、また、地元に伝わる素晴らしい踊りをみんなで踊る者、そ

れぞれが、それぞれの目的をもって、個人レッスンやサークル活動に汗を流して

おります。 

 

出演 No.7  カラオケ同好会 （3 名） 

カラオケ： 花も嵐も/ 勘
かん

太郎
た ろ う

月夜
つ き よ

/ 影
かげ

を慕
した

いて 

カラオケ同好
どうこう

の士
し

が何かにつけカラオケを楽しんできたのですが、コロナ禍
か

、ま

た町の福祉センター閉鎖のため活動の場が限られ、歌うことが少なくなってしま

いました。そのような中でも、今回出場の 80 代なかばの 3 人は、何とかやりく

りして歌ってきました。その成果を皆さんに聴いていただければ、と心を込めて

歌います。応援どうかよろしくお願いします。 

 

出演 No.8  鼓
こ

蝶会
ちょうかい

 （4 名）  

銭
ぜに

太鼓
だいこ

：  花笠
はながさ

音頭
お ん ど

/ チャンチキおけさ/ 大漁
たいりょう

太鼓
だ い こ

/ まつり 

銭太鼓は島根県が発祥
はっしょう

の伝統芸能です。大多喜町にこの会ができて、先生やメン

バーと親睦を深めながら活動し、早 10 年が経ちました。現在会員は 5 人になり

ましたが、80 代の方が 3 人いらっしゃって、脳の活性化にもなっているようで

す。12 分くらいですが、こんなきれいな太鼓もあるのだと楽しんでいただけたら

うれしいです。 

 

  



出演 No.9  ひまわり （5 名） 

手話ダンス： 愛する時は今/  ゆうなの花/  見上げてごらん夜の星を 

※当日は、1 曲目と 2 曲目の間で紹介する。 

私たち手話ダンスひまわりは、月２回練習をしています。1 曲目は加山雄三さん

作曲・歌の「愛する時は今」を全員で踊ります。歌詞の初めに「生きているこの

手で、幸福
しあわせ

つかもうよ」とあります。幸福をたくさんつかんでいきましょう。2 曲

目は「ゆうなの花」。沖縄に多く咲く、レモン色でハイビスカスに似ている花で、

葉はハートの形です。3 曲目は坂本九さんの名曲「見上げてごらん夜の星を」を

踊ります。皆さま、一緒に歌を口ずさみながら、ごらんください。 

 

出演 No.10  創作
そうさく

日本
に ほ ん

舞踊
ぶ よ う

 しらさぎ会 （11 名） 

舞踊：  嵯峨野
さ が の

しぐれて/  天竜
てんりゅう

下
くだ

れば/  島のブルース 

みなさん、こんにちは。創作日本舞踊のしらさぎ会です。今年の舞台は、踊りを

始めた頃の懐かしい作品を集めてみました。時を経てその頃の作品に向きあうと、

感慨深いものがあります。思い通りに動かせなかった小道具、お気にいりの衣裳、

音が流れるだけで自然と身体
か ら だ

が動くメロディー。そんな気
き

憶
おく

は、その頃の時代に

時を戻してくれます。これからも身体の動く限り、表現することの喜びを、大切

な仲間たちと一緒に紡いでいきたいと思います。応援よろしくお願いします。 

 

出演 No.11  ハウラニ アロハ フラ スタジオ （10 名） 

フラダンス： 大人と子どもによるフラダンスショー（踊り・演奏・歌） 

魅惑のチキルーム/ 導きの女神 Kaiona
カ イ オ ナ

 ほか 

※当日は団体で紹介する。 

私たちは茂原市在住のハウラニ先生の元で、現代フラや古典フラ、歌謡フラなど

様々なジャンルの楽曲を習い、イベントなどで踊っています。最近ではフラだけ

ではなく、それぞれの得意とするものを持ち寄ってセッションするようにもなり

ました。これからも楽しいこと、ワクワクすることを計画していきますので、ど

うぞよろしくお願いします。ハワイでは血縁を超えて愛情のある関係を築くこと

をオハナと言います。 

  

  



出演 No.12  大多喜健康
けんこう

太極拳
たいきょくけん

 （12 名） 

太極拳： 楊名
ようめい

時
じ

健康太極拳 

私たちは毎月 2 回楊名時健康太極拳を楽しんでいるグループです。太極拳は誰で

も何歳からでも始められる健康法の一つです。自分の内に意識を向けて深くゆっ

くりとした呼吸に合わせて静かに動きます。それによって様々な健康への効果を

期待できるのです。人生 100 年時代の到来です。日々健康でいられること、楽し

みながら続けられる趣味があること、仲間との交流が持てること、そんな日常を

大切に、楽しく健康維持できる太極拳を皆さんも始めてみませんか。 

 

出演 No.13  大多喜町合唱団 （21 名） 

合唱： Pride
プライド

～威風堂々
いふうどうどう

/  コスモス/  大多喜城賛歌 

大多喜町合唱団は女性 15 名、男性 6 名、総勢 21 名で構成されています。高橋先

生の指導のもと、楽しく練習をしています。練習は原則として月 2 回、午後 2 時

から。懐かしい叙情歌や合唱曲を楽しくまた真摯
し ん し

に歌っています。一緒に歌って

みませんか。 

 

  



◆作品展示 

 

いけばな 未生会
みしょうかい

 

私たちは未生流
みしょうりゅう

中山
なかやま

文
ぶん

甫会
ぽ か い

の流派の勉強をしております。沢山の花型
か け い

があり、伝

統の格
かく

花
ばな

は三角形の構図が特徴です。新花
し ん か

（盛花
せ い か

、瓶
へい

花
か

）、明花
め い か

（小品
しょうひん

）、フリー

スタイルは花材や花器を自由に取り合わせて活けます。新格花は洋風の建物に合

わせた格花です。 

 

生け花クラブ 

私共「生け花クラブ」は中央公民館の開館と同時に始まりました。日本には四季

折々の花卉
か き

が豊富にあります。「龍生派
りゅうせいは

」の生け花は、庭先に咲く季節の花々を使

い、花や枝葉の表情を大切にしながら花器に合わせて生け上げます。現在は、日

本家屋の床の間に飾る生け花を練習しております。 

 

日本文化研究会 

大多喜落語会のあゆみ－7 年間のチラシ・制作者 福田彰宏氏による武者絵の展示 

一流の噺家
はなしか

をおよびし「大多喜落語会」を奇数月、第 3 日曜に開催しています。 

・歴史ある庶民文化の落語を身近に楽しむ場づくり 

・着物文化継承のための場づくり（スタッフは着物で出迎え、着物でのお出かけ

に最適な雰囲気をつくる） 

・落語の前に地元有志に踊りやお囃子
は や し

等で出演いただくことによる文化交流 

・地元産品などを中心とした販売  を行っています。  

落語を中心に 2 ヵ月に一度、大勢の方の交流の場として、共に楽しんでいただけ

たら幸いです。 


